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 重点目標４ 男女共同参画社会の実現に向けた基盤の整備  
  方針  

一人ひとりの人権が尊重され、性別による差別的な取り扱いを受けることのないジェン

ダー平等を実現し、それぞれの意思や価値観に基づき、誰もが個性と能力を十分に発揮で

きる男女共同参画社会の実現を目指します。 

 

＜現状＞ 

平成 11（1999）年に施行された「男女共同参画社会基本法」により、男女共同参画、男

女平等の概念が法律により示され、その考え方は大きく前進しました。令和元（2019）年

の市民意識調査では、固定的な性別役割分担意識のひとつである「夫は外で働き、妻は家

庭を守るべきである｣という考えは、反対意見が 50.9％を占めて過半数を超え、前回調査

（平成 26（2014）年実施）よりも 14.4 ポイント増加し、意識が変化してきていることが

わかりました。しかし、「子どもは 3歳くらいまでは母親の手で育てる方がよい」「家庭を

養うのは男性の役割だ」といったような性別役割分担意識や、男性を優位とする慣習・社

会通念は、どの年代でも依然として根強く残っていました。 

平成 27（2015）年に開催された国際サミットの中で、令和 12（2030）年までの行動計画

に掲げられた SDGs（持続可能な開発目標）の中に、「ジェンダー平等」が挙げられました。

令和 2（2020）年からは、SDGs達成のための「行動の 10年」がスタートし、全国的に取組

を進めています。（図 28） 

しかし、世界経済フォーラムが令和元（2019）年に発表した、各国における男女格差を

測る「ジェンダー・ギャップ指数 2020年版」によると、日本の総合順位は 153か国中 121

位で、低い順位となっています。分野別順位では、経済 115位、政治 144位、教育 91位、

健康 40位でした。（図 29） 

現在、学校教育や社会教育において、

自立の意識を育み、ジェンダー平等の

理念を推進する教育・学習の一層の充

実が進められています。学校教育段階

から、男女共同参画意識の形成を図る

ためのライフプランニング教育（*20）や

キャリア教育（*21）をさらに充実させる

ことで、性別にとらわれず多様な選択

を可能にする男女共同参画社会の実現

が期待されています。 

 

  
 

  

（*20）ライフプランニング教育：高校生・大学生の若者が各人の能力や適性、学びや職業、ライフイベン

ト（結婚、出産、育児等）を総合的に考え、主体的に将来を選択する能力・態度を身につける教育。 

（*21）キャリア教育：児童生徒が将来、社会的・職業的に自立し、社会の中で自らの役割を果たしながら、

自分らしい生き方を実現するための力を育てる教育。 

https://www.unic.or.jp/news_press/info/15790/
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図 28 SDGs（持続可能な開発目標）のゴール 5「ジェンダー平等を実現しよう」 

国際連合ホームページ 
図 29 男女共同参画に関する国際的な指数 

内閣府ホームページ 

ジェンダー平等を達成し、すべての

女性及び女児の能力強化を行う。 

5.1 あらゆる場所における全ての女性及び女児に対するあらゆる形態

の差別を撤廃する。 
5.2 人身売買や性的、その他の種類の搾取など、全ての女性及び女児に

対する、公共・私的空間におけるあらゆる形態の暴力を排除する。 
5.3 未成年者の結婚、早期結婚、強制結婚及び女性器切除など、あらゆ

る有害な慣行を撤廃する。 
5.4 公共のサービス、インフラ及び社会保障政策の提供、並びに各国の

状況に応じた世帯・家族内における責任分担を通じて、無報酬の育

児・介護や家事労働を認識・評価する。 
5.5 政治、経済、公共分野でのあらゆるレベルの意思決定において、完

全かつ効果的な女性の参画及び平等なリーダーシップの機会を確

保する。 
5.6 国際人口・開発会議（ICPD）の行動計画及び北京行動綱領、並び

にこれらの検証会議の成果文書に従い、性と生殖に関する健康及び

権利への普遍的アクセスを確保する。 
5.a 女性に対し、経済的資源に対する同等の権利、並びに各国法に従い、

オーナーシップ及び土地その他の財産、金融サービス、相続財産、

天然資源に対するアクセスを与えるための改革に着手する。 
5.b 女性の能力強化促進のため、ICT をはじめとする実現技術の活用を

強化する。 
5.c ジェンダー平等の促進、並びに全ての女性及び女子のあらゆるレベ

ルでの能力強化のための適正な政策及び拘束力のある法規を導入・

強化する。  

ターゲット 
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推進項目⑧ 意識改革を進める啓発活動の展開                 
固定的な性別役割分担意識や性差に関する偏見・固定観念、無意識に持つ偏見をなくし、

自らの意思で生き方を選択できる多様性に富んだ男女共同参画社会の実現に向けて、誰も

が協力し合って取り組めるよう意識改革を進めます。 

 

取組内容 所管 

１ 広報、啓発の充実 男女共同参画についての学習機

会を提供します。 
情報紙やインターネットを利用

して情報を発信します。 
地域や職場における学習の機会

を提供します。 

人権文化センター 

男女共同参画セン

ター 

 

２ 次代を担う若年層への啓

発の充実 

多様な選択を可能にするため

の、ライフプランニングを踏ま

えたキャリア形成に関する学習

機会を、学生等の若年層へ提供

します。 
男女共同参画セン

ター 

教育総務課 

学校教育課 

  

 

推進項目⑨ 多様な選択を可能にする教育・学習の充実             
誰もが自立し充実した生活を送り、将来を見通して自己形成ができるよう、人権の尊重

やジェンダー平等を含めた男女共同参画の教育・学習を実施します。 

 

取組内容 所管 

１ 子どもへの教育の充実 乳幼児期からの子どもの発達段

階に応じ、男女共同参画の視点

に立った学習を進めます。 
互いに尊重し認め合う共生の心

を育む人権教育・学習を進めま

す。 
主体的で多様な選択を可能にす

る職業観を育む教育を進めま

す。 

人権文化センター 

男女共同参画セン

ター 

幼児保育課 

教育総務課 

学校教育課 

２ 生涯学習の充実 社会教育施設を活用した地域の

拠点づくりを進め、社会的課題

に対応するための人権学習など

の機会を提供します。 
家庭での教育力を向上し、家庭

教育を通じた男女共同参画意識

の向上を進めます。 

人権文化センター 

男女共同参画セン

ター 

社会教育・スポーツ

振興課 

  

関連計画等 

 加古川市人権教育及び人権啓発に関する基本計画 

加古川市健やか親子 21計画 

加古川市教育振興基本計画 


